
機械・航空宇宙系専攻案内2025

URL : http://www.mae.nagoya-u.ac.jp

機  械  シ  ス  テ  ム 工学専攻

マイクロ・ナノ機械理工学専攻

航     空     宇    宙　工学専攻

大学院工学研究科



　本専攻群は，名古屋帝国大学創立時に設置された機械学科・航空学科を源流
としています．そして，幾多の変遷を経て，平成 29 年度の本学工学研究科改組
により，「機械システム工学専攻」，「マイクロ・ナノ機械理工学専攻」，「航空宇
宙工学専攻」の3専攻体制となりました．今後ますます学際領域化していく機械・
航空宇宙工学において，機械航空系 3 専攻が密接に協力し総合力を発揮するこ
とで，世界屈指の教育・研究拠点として学理の追求ととともに，産官学連携を
含めた革新的なイノベーション創出に向けて邁進しております．また，令和 2
年度に発足した東海国立大学機構の枠組みの中で，岐阜大学と協働した教育・
研究も進めています．
　機械航空系 3 専攻が立地する東海地域は，工作機械・自動車・航空機などの
有力企業の拠点がひしめく日本を代表する機械産業の集積地です．こうした環
境で，ナノマシン・マイクロマシンといったミクロな超精密機械から，ロボット，
自動車，航空機・宇宙機，生産設備といった様々な機械に関する最先端の工学
に関する教育・研究を進めています．企業からの寄附講座や組織的な産学連携，
JAXA 連携講座の設置、スタートアップへの挑戦等，産業界と連携した社会実装
を意識した教育・研究にも力を入れています．さらには，G30 自動車工学プロ
グラムのような英語のみによる教育プログラムや米国・カナダの大学院との短
期交換留学プログラムなどによるグローバル人材の育成を目指した活動も積極
的に進めています．

　また，博士後期課程修了生に対する社会の期待は年々高まっており，機械航
空系 3 専攻においても博士後期課程への進学を積極的に奨励しています．博士
課程は前期課程（2 年間）と後期課程（3 年間）合わせて 5 年間の課程となりま
すが，要件を満たせば短期間での修了も可能です．さらには，卓越大学院プロ
グラムやフェローシップ制度の活用などにより充実した経済的支援を受けられ
る環境にあり，実社会において，高度な知識により社会問題を解決する Deep 
Tech イノベーションを牽引する博士人材の育成に努めております．
　ダイバーシティ確保の観点から，令和 7年度入学者向けの学校推薦型選抜（令
和 6 年度実施）において，機械・航空宇宙工学科として初めて女子枠を設ける
ことになりました．これからの機械工学や航空宇宙工学では女性の果たす役割
も大きく，意欲のある女子学生の応募を期待しています．
　以上のように，機械航空系 3 専攻では，新たな機械・航空宇宙工学を創成す
ることで，学理を追求するとともに，社会からの要請と期待に応え得る世界トッ
プレベルの教育・研究に邁進しております．
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密接に協力し総合力を発揮する3専攻体制密接に協力し総合力を発揮する3専攻体制
空力・推進講座（3 研究室），構造・創製
講座（2 研究室），飛行・制御講座（2 研
究室）の 3 講座からなります．本専攻で
は，高度な創造性，総合性を有する人材
を育成しつつ，航空機，ロケット，人工
衛星など航空宇宙産業に関する新技術の
創造を目指します．

マイクロ・ナノ機械科学講座（4 研究室）とマイクロ・ナノシステム講座
（3 研究室）の 2 講座からなります．マイクロ・ナノテクノロジーの進展
に伴うミクロな視点に立った機械工学は，学問体系全体を革新することが
期待され，集積化，高度化，知能化した新しい超精密機械システムの創造
を目指します．

機械理工学講座（6 研究室）と機械知能学講座
（6 研究室）の 2 講座からなります．本専攻で
は，機械工学分野の高度な細分化・専門化をリー
ドすると同時に，情報科学や電子工学，更には
生物学や生理学などまで，異分野の学理との融
合を図ることで新しい知能機械やシステムの創
造を目指します．

機械・航空宇宙工学科　学科長　原　進
Susumu HARA

機械システム工学専攻
機械航空系

航空宇宙工学専攻

マイクロ・ナノ機械理工学専攻



名古屋大学工学部　機械・航空宇宙工学科，他大学等より進学

就職（修士課程修了）

機械システム工学専攻

マイクロ・ナノ機械理工学専攻

航空宇宙工学専攻

就職（博士課程修了）
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他専攻，他大学院より進学

海外短期留学



サイバーロボティクス研究グループ

教授　青山忠義
tadayoshi.aoyama

輸送現象研究グループ

複雑流体工学研究グループ

eijiro.maeda

協
力
講
座



准教授
（調整中）（調整中）（調整中）

准教授

宇宙航空機運動システム工学研究グループ

masaru.takeuchi

流体システム工学研究グループ

准教授　竹内　大

教授　伊藤伸太郎
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アイシン，アクセンチュア，いすゞ自動車，ウエスタンデジタル，AGC，

HGSTジャパン，NTTデータ，NTTdocomo，NTTコミュニケーションズ，

ENEOS，オーエスジー，小糸製作所，キーエンス，クボタ，コマツ，サンワ構

造システム，JR東海，JERA，島津製作所，シャープ，シンプレクス，スバル，

セイコーエプソン，ソフトバンク，ダイキン工業，中部電力，テルモ，デンソ

ー，デンソーテクノ，東京エレクトロン，東芝デバイス＆ストレージ，東邦ガ

ス，トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント，豊田自動織機，トヨタ自

動車，日揮，日産自動車，日本マイクロソフト，パナソニック，パナソニック

CNS，浜松ホトニクス，阪急阪神ホールディングス，阪神高速道路，日立製作

所，日立ハイテク，プラスアルファコンサルティング，ホンダ，三浦工業，三

井E&Sマシナリー，三菱ケミカルエンジニアリング，三菱地所，ヤマハ発動機

5%10% 85%

91%



「修士・博士課程学生に対する日米加協働教育プログラム（JUACEP）」として、2012年から継続的な交換留学を行っています。
現時点では、ミシガン大学、UCLA、トロント大学、ノースカロライナ州立大学、モントリオール理工科大学、ニューヨーク大学、
ワシントン大学と相互留学が行われております。 

2024年度実績
アメリカ：ミシガン大学，UCLA，ノースカロライナ州立大学，
　　　　ニューヨーク大学
カナダ：モントリオール理工科大学
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2024年度実績
ワシントン大学（アメリカ）：1名
モントリオール理工科大学（カナダ）：3名
トロント大学（カナダ）：1名

機械航空系3専攻では，博士後期課程のみならず
博士前期課程学生の留学も推奨しています．
期間が6か月以下の場合には，通常の2年で
博士前期課程を修了できます．

西畑拓実（修士2年）
2024年にトロント大学に留学
人と話すのが好きな私は、より多くの文化圏の人 と々交流を深めるために
留学を決意しました。トロントは多様な人種が共存している都市で、日本で
は経験できないような言語や文化の違いを感じながら、自分の視野を広げ
ることができました。もちろん最初は英語に不安がありましたが、ホームステ
イ先での日常生活や、実際のトロント大学の講義への参加を通じて，英会話
のスキルが自然と向上しました。この経験を活かし、将来のキャリアに海外で
の広い視野を活かしていきたいと考えています。
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マイクロマシン
福祉

安全

環境

プラント

電力機器

バイオ・医療

船舶

鉄道

自動車

航空機

ロケット

工作機械
コンピュータ

ロボット

化学

材料力学 熱力学流体力学

電気電子生産加工

材料科学制御工学

化学反応振動工学

エネルギー人間工学

   ナノテク

情報処理

専攻長　井上　剛志
Tsuyoshi INOUE

本学の機械システム工学専攻では，さまざまな社会課題解決に貢献するため，基
盤としての機械工学を深化させるとともにこれらを統合して新しい機械システムを創
造することを目的とし，その発展に資する人材の育成を進めています．
　本専攻は機械理工学講座と機械知能学講座で構成されています．機械理工学講
座は，機械工学の基礎となる四力学（熱、流体、材料、機械）の基盤分野でそれぞれに
高い専門性を有し，特色を持った研究グループ（熱制御工学研究グループ，環境・エ
ネルギー工学研究グループ，複雑流体工学研究グループ，バイオメカニクス研究グル
ープ，固体力学研究グループ，計算力学研究グループ）で構成されています．機械知
能学講座は，モビリティ，ロボティクス，AIなど機械工学と知能処理を統合して多様な
分野における機械システムの創成や高機能化を推進する研究グループ（機械力学研
究グループ，自動車安全工学研究グループ，サイバーロボティクス研究グループ，動
的システム制御研究グループ，データ駆動システム研究グループ，モビリティシステ
ム研究グループ）で構成されています．これらの研究グループは，それぞれの専門領
域において世界トップレベルの学術成果を生み出し，新たな基礎学理の創出や社会
課題解決に貢献しています．さらには，研究グループの協働や国内外の研究機関と
の連携により、破壊的イノベーションの創出にも挑戦しています．
　教育面では，機械工学とシステム工学の統合を通じて，革新的な技術開発能力と
問題解決能力の育成を目指しています．学生たちは実践的なプロジェクトや研究活
動を通して，実世界の課題に対して創造的な解決策を見つけるための機械工学の
基礎力・応用力，そしてこれらを統合して新しい機械やシステムをまとめ上げる総合
力を磨いています．
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地球環境への負荷低減を目指した熱・エネルギー・燃焼システムの研究，次世代宇宙機の省エ

ネ高効率熱制御や，乱流燃焼場や多孔体内気液挙動解明のための計測と可視化，熱物性計測技

術の研究開発など，地球・宇宙にまたがるマルチスケールの熱エネルギーマネージメントを研

究対象としています．

先端計測に基づく次世代熱マネージメント技術の創成
熱制御工学研究グループ ◆先進機能材料の熱物性計測と機能的熱制御デバイス応用

◆毛管現象を利用した熱エネルギー輸送・利用技術

◆マイクロスケール多孔体内気液相変化挙動の理解

◆宇宙極限環境における人工衛星の高効率熱制御

◆水素と二酸化炭素による合成メタンの製造技術

◆自動車の排気ガスに含まれるナノ粒子の浄化技術の開発

◆バイオマスの高効率利用技術の開発

◆環境調和型廃棄物エネルギー利用技術の開発

◆廃棄物燃焼ボイラにおける灰付着制御

◆CO2 の排出削減を目指したOxy バイオマス燃焼・ガス化技術の開発

◆燃焼プロセスにおける環境汚染物質の放出抑制技術の開発

◆製鉄プロセスにおける廃棄物・バイオマス利用による炭素代替

◆生物の形づくりを利用したものづくり

◆生物の形態形成と機能維持・再生に対する力学因子解明のための組織・細胞

　レベルの解析

◆ひずみにより色の変わるタンパク質を利用した分子レベルの組織内力学解析

◆動脈硬化の早期・簡便診断を目指した血管機能検査装置の開発

◆力学負荷を用いた生体組織線維構造形成の操作

◆超精細 3Dプリンタによる航空宇宙軽量構造体の創製と有限要素解析

◆バイオミメティクス（生物模倣）による不安定変形の能動制御

◆座屈を活用したマイクロ・ナノ階層構造の作製と機能性表面の創成

◆流体を利用した固体表面の座屈制御と工学応用

◆超柔軟異方性材料の物性評価と材料モデル開発

◆ナノシート強化複合材料の有限要素解析フレームワーク構築

◆機械学習によるデータ駆動型材料構成則の実装と応用

◆変分オートエンコーダー・敵対的生成ネットワークに基づく、意匠的デザインを

考慮したトポロジー最適化

◆ 3 次元音響逆問題に関する代表点に基づく散乱体の位置と形状の推定

◆ 調和振動を受ける非等方性構造物に対するトポロジー最適化

◆ 時間領域境界要素法を用いた完全導体に対する3次元形状最適化

◆ 形状導関数および Bスプライン曲線を用いた勾配コイルの設計

◆ 3 次元減衰型波動方程式に対する境界要素法の構築

◆ 完全導体に関する電磁波散乱問題に対する3次元高速時間域境界要素法の構築

Department of 
  Mechanical Systems Engineering

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻 
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http://www.eess.mech.nagoya-u.ac.jp

　教　授　長野　方星 

　准教授　山本　和弘

◆二次元流動場を用いた複雑流体中のエネルギー輸送解明

◆マイクロスケール細孔内の弾性不安定を用いた反応促進技術の開発

◆柔らかい粒子・カプセルの創成とその流動挙動解明

◆光ピンセットや伸長レオロジー測定システムを用いた複雑流体の不均一さ評価

◆流動逆解析によるスリップ特性評価

◆気泡懸濁液のレオロジー物性の解明

准教授　（調整中）
地球の持続性担保，地域における物質循環型社会の創成を具現化するためには，バイオマスお

よび廃棄物，化石資源の低環境負荷型高効率利用の仕組みづくりが不可欠です．このため，燃

焼やガス化などの高温プロセスを利用した新たな環境調和型高効率エネルギー変換技術の開発

とその機構解明に取り組んでいます．

地球・地域環境調和型高効率エネルギー変換技術の開発
環境・エネルギー工学研究グループ http://www.mech.nagoya-u.ac.jp/naruse

教　授　成瀬　一郎

複雑流体工学研究グループ
教　授　日出間　るり

准教授　（調整中）

助　教　大家　広平

https://hidema.mae.nagoya-u.ac.jp/complexfluids/

複雑流体は，溶液内部に構造を持ち，与える力の大きさや方向，観察する長さや時間のスケー

ルにより，流動挙動が変化します．複雑流体の流動挙動解明は，流体に関わる様々な産業の省

エネ化，高効率化に貢献します．このため，溶液内部の構造を定量化するシステムを開発すると

ともに，様々なスケールでの流体の流動挙動を観察・定量化する研究にとりくんでいます．

複雑流体の流動挙動解明と制御

生体組織は力学的にも最適化されており，力学環境の変化に応じて最適状態を保つ場合の多い

ことが知られています．この現象をタンパクレベルから細胞，組織レベルまで幅広く明らかにし，

得られた成果を医学・工学へ応用することを目指しています．

生体組織の力学的適応現象のマルチスケールでの解明と
医学・工学への応用  

バイオメカニクス研究グループ http://bio.mech.nagoya-u.ac.jp

教　授　松本　健郎

准教授　前田　英次郎

助　教　（調整中）

ハードマテリアルからソフトマテリアルに工業材料の利用の拡大を考えるとき，固体力学の果たす

役割は益々重要になっている．ソフトマテリアルは大変形や非線形性に由来して機能性を発現し，

未知の変形機構を有する．機構解明やモデル化，工学応用を目指して研究・開発を進めている．

未来を拓く固体力学：ハードからソフトに非線形固体力学
の最先端

固体力学研究グループ

准教授　永島　壮

 教　授　奥村　大

http://www.mech.nagoya-u.ac.jp/mml/

助　教　（調整中）

数値シミュレーションは理論・実験と並ぶ方法論として科学技術の発展に不可欠となっている．

計算力学を含む計算科学全体は，従来，綿密な数理に基づいて構築されおり，当グループも各

種の偏微分方程式に対する新規の高速・高精度解析手法や高度な最適設計手法の開発を行って

きた．加えて昨今では，急速に発展と普及をしている人工知能・機械学習と，計算力学との接

点を見出し，新しい計算力学のパラダイムの創生を模索しています．

数値シミュレーション技術の高度化と創生
計算力学研究グループ http://www.matsumoto.nuem.nagoya-u.ac.jp

教　授　（調整中）

准教授　高橋　徹

助　教　（調整中）

　講　師　上野　藍

　助　教　藤田　涼平



機
械
知
能
学
講
座

◆マルチフィジックスモデリング・解析（ロケット用ターボポンプ，モータ）

◆機械システムの状態監視・予測・診断（ロータクラック，軸受の摩耗，安定限

　界速度の予測）

◆新アクチュエータの構造・駆動原理・制御・モデリング法の提案

◆制振デバイス（オイルフリーダンパ，流体連成・電磁連成ダンパ，遠心

　振り子ダンパ）

◆振動制御理論・センサレス振動制御

◆自動車の衝突特性

◆自動車衝突時の乗員保護方法の確立

◆歩行者・自転車の事故における傷害機序の解明と傷害防止

◆ドライブレコーダ・ドライビングシミュレータを用いた事故発生要因およびドラ

イバ応答分析

◆高齢者の転倒による大腿部近位部骨折の防止

サイバーロボティクス研究グループ

◆AI・ロボット融合によるサイエンス自動化に関する研究

◆信頼される解釈可能な AIシステムに関する研究

◆機械学習システムの全自動化に関する研究

◆機械学習・最適化の数理理論・アルゴリズムに関する研究

◆生産工学・経営工学におけるAI・データサイエンス活用

◆数理モデルに基づく運転行動解析とその自動運転への応用

◆運転行動支援のための制御理論・HMI 技術の構築

◆人間への配慮を実現する自動制御システムの設計

◆車輪型自律移動体の知能化制御

◆多脚移動ロボットの分散制御と運動計画

◆車載蓄電池を活用したエネルギーマネジメントシステムの構築
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教　授　 青山　忠義

准教授　（調整中）

助　教　   (調整中)

助　教　本田　康平

AI・機械学習・データサイエンスに基づいた，データ駆動型の科学研究や技術開発を行うため

の基盤技術を開発します．開発した技術を設計・生産工学の様々な課題で活用し，ものづくり技

術の革新を目指します．

AI・機械学習・データサイエンスに基づくものづくり技術の理論
と実践

データ駆動システム研究グループ

准教授　田地　宏一

https://www.mlds.mae.nagoya-u.ac.jp/

助　教　竹野　思温

ハイブリッドシステム論や自律分散システム論等のシステム科学における最新の成果に基づい

て，次世代モビリティのあるべき姿を探求します．特に人間との共生，複雑な環境への適応，と

いう視点を意識し，理論構築と実装技術の両面において新たなブレークスルーを目指します．

先端システム科学による人とモビリティのモデル化・ 分析・制御
モビリティシステム研究グループ

教　授　鈴木　達也

http://www.suzlab.mae.nagoya-u.ac.jp

准教授　奥田　裕之

機械力学を中心とし，非線形ダイナミクス，マルチフィジックスモデリング，マルチボディダイナミ

クスの理論を用いて，様々な機械システムを高速・高精度・高効率・高信頼で動かすための基

盤技術の研究を行っています．また，新しいアクチュエータや制振デバイスの開発，振動・運動

の制御・予測・推定技術，振動を利用したハプティクスに関する研究を行っています．

機械システムの高精度モデリングとダイナミクス解析・予測・制御
機械力学研究グループ

教　授　井上　剛志

助　教 　小河原   璃子

https://sites.google.com/view/inoue-laboratory/

准教授　部矢　明

動的システム制御研究グループ

助　教　（調整中）

教　授　（調整中）

准教授　（調整中） （調整中）

自動車の衝突や高齢者の転倒のように，衝撃が加わった場合の人体の応答や傷害機序を解明し，

被害軽減の実現によって社会に貢献することを目指しています．シミュレーション・衝撃実験を行

うとともに，国内外を含む産学連携により自動車の衝突実験や台上実験を実施しています．　

交通事故における人の行動，衝撃時の人体応答・傷害機序
の解明と傷害防止

自動車安全工学研究グループ
教　授　水野　幸治

http://www.mech.nagoya-u.ac.jp/hseg

助　教　趙　雨晴

教　授　竹内　一郎

https://cyr.mae.nagoya-u.ac.jp/
知能メディア，AI・機械学習を活用したロボット研究
ロボティクス，知能メディア，AI・機械学習を基盤として、ヒト－機械協調システムの研究開発と

医療・バイオ・スポーツ分野への応用に取り組んでいます．

「ヒト－機械」，「フィジカル空間－サイバー空間」の境界をなくし，ヒトとテクノロジーが一体化

した未来社会を創造することを目指した研究・教育を行っています．

◆AIロボットで匠の技を伝承する「能力接続」

◆スポーツ指導を行う「布型ロボティックスーツ」

◆デフォルメした力触覚を提示する「拡張ハプティクス」

◆ヒトが小さな世界で活動する「イマーシブ・ミクロスペース」

◆少し先の未来を予測する「未来視 AI」

◆ヒトが AIシステムを信頼できる「ヒトとAI の共生」



　私はバイオメカニクス研究グループに所属し，腱再生に関する研究
を行っています．当初は研究に関する知識が全くありませんでしたが，
研究室内の輪読会や，毎週の研究会での教授らをはじめとする研究室
メンバーとの議論を通して，様々な視点からの考えを吸収しながら日々
研究を進めています．研究では狙い通りにいかず困難に直面すること
も多いですが，自分なりに考えて乗り越えていくことに面白さを感じて
います．これからも研究室メンバーと切磋琢磨しながら研究に取り組
み，学会発表など成果が出せるよう邁進していきたいです．

学
生
の
声

　機械システム工学専攻で，モビリティシステムを研究しています．
B3 の研究室選びの際には，スケジュールが許す限り多くの研究室を
訪問しました．そこで私は，人との関わり方に関する幼少期からの興
味と，形あるモノを作りたいという思いから，現在所属する人間機械
協調の研究室に入ることを決めました．モビリティに関わる研究はと
ても面白く，自分にとって大変やりがいのある内容です．名古屋大学
は研究の分野も多岐にわたり，一人一人の興味に合わせた経験がで
きる環境にあります．一分一秒も無駄にせず，自由に学べる環境で
成長し，自分らしくこれからの社会に貢献していきたいです．
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　私は固体力学研究グループに所属し，力学的な非対称性を持つノ
ンレシプロカル材料に関する研究を行っています．有限要素法を用い
た数値解析をすることで力学挙動の予測や機構解明を目指していま
す．数値解析のためのモデル開発や精度向上に始まり，結果から何
が分かるか，どう説明すればわかりやすく伝わるかまで考えます．大
変ながらも主体的に研究できることに楽しさを感じています．最近は
成果も出てきており，今夏にはカナダで開催される国際会議で発表を
予定しています．自身の研究と並行して他の研究機関と共同研究も実
施しており，刺激的な学生生活を送っています．今後は博士後期課程
に進学し，専門性をさらに高められるように頑張りたいです．



マイクロ・ナノ機械理工学専攻 
専攻長　星野　隆行
Takayuki HOSHINO
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Department of Micro-Nano Mechanical Science and Engineering

　本専攻は，マイクロ・ナノテクノロジーの進展に対応して，微小機械システムを総合的に扱うマイクロ・ナノシステ
ム工学専攻として1994年に日本で初めて設置されました．その後マイクロ・ナノ機械理工学を総合的に教育・研究
する専攻として，2017年にマイクロ・ナノ機械理工学専攻へと改組されました．さらに， 2023年には新設のEI創発工
学館 に移転し，新しい施設の中で教育・研究の充実が図られています．EI創発工学館へは，工学研究科の中から本
専攻と物質科学専攻が移転しました．マイクロ・ナノ領域の機械工学と物質科学の融合から画期的な技術イノベー
ションが創成されることが期待されています．
　本専攻が設置された当初より，微小機械の生産技術だけでなく，応用分野の研究も始まり，既存の機械だけでな
く，生物生体系や医療系，更には人間と機械の協調分野までが微小機械の技術を用いた研究の対象となっていま
す．このようにミクロな視点から世界の森羅万象を対象物として扱うマイクロ・ナノ機械理工学は，融合領域の先端
的な学問・産業において，その適応の期待がますます高まっています．
　本専攻では，新機能性材料の創製，微細加工技術，ナノ計測技術，動的制御技術，流動制御技術を基盤として，マ
イクロ・ナノの世界での融合領域の新しい学理に基づく「革新的な未来機械」を創出することを目標として教育・研
究を進めています．まずはミクロからマクロまでの機械工学に関する基盤的な能力を養成し，さらにマイクロ・ナノ
機械理工学特有の学際的な教育・研究により，産業の変革をもたらす研究者・技術者の養成を目指しています．そ
のため，本専攻の卒業生は，新しい機械工学が必要な自動車産業，航空宇宙産業、電気・電子産業，化学工学，イン
フラなど多岐にわたる分野で活躍をしています．このようにマイクロ・ナノ機械理工学専攻は，新しい機械工学の創
成をめざして，熱意ある教員と学生で構成される活気ある専攻です．



マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
機
械
科
学
講
座

マイクロ・ナノ機械理工学専攻 

加工では形状創製とともに表面を創製する．機械部品には多くの表面があり，それらの表面特性

により新たな機能性を発現します．このような機能性を有する加工面を除去加工，変形加工，付

着加工で創製・評価する独自技術を開発します．

次世代機械システムのための機能性表面の創成と評価
生産プロセス工学研究グループ

先端センシング工学による超精密機械の実現
センシング工学研究グループ
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https://www.fukuzawa-lab.org/

https://www.ume.mech.nagoya-u.ac.jp/

教　授　梅原　徳次

准教授　野老山貴行

助　教　（調整中）

材料強度・評価学研究グループ
　教　授　（調整中）

　准教授　（調整中)

流体の進化が駆動する機械システムの技術革新
流体システム工学研究グループ https://www.itoh-lab.org/

教　授　伊藤伸太郎

准教授　山口　浩樹

助　教　（調整中）

教　授　福澤　健二

准教授　（調整中）

助　教　東　直輝

Department of Micro-Nano Mechanical Science and Engineering

　助　教　（調整中）

（調整中）



形を制御する工学技術から生物の機能を理解することを目指しています．機能は形に従うのか？  

生命と機械は違うのか？ そんな疑問を基礎として，生物の自律的な運動や計算機構に共通して

存在する物理現象を工学的に利用して，生物システムを再構成・拡張することを目指していま

す． ナノ・マイクロ構造科学や生体情報処理を基盤として，組織再生工学や生体インタフェース

開発に生かしています．

ナノ科学と情報科学の融合による生命現象の再構成

人の活動を支援する知能ロボット，および，マイクロ・ナノ計測・加工と人工知能を基盤とした

生物と機械の融合によるサイボーグ技術を研究開発し，バイオ・医療・福祉分野への応用を目

指しています．人とロボットの協調・融合を細胞レベルから実現する技術を開拓し，世界最先端

のロボット技術の研究・教育を行っています．

人を支援する知能ロボットとマイクロ・ナノ操作システム

新原理・新方式の微細加工技術をはじめ，MEMS，NEMS，マイクロ･ナノマシン用の新材料開

発のためのコンビナトリアル技術，材料評価技術，それらを用いたマイクロ･ナノデバイスと医療・

産業応用システムを幅広く研究しています．さらに，共同研究，プロジェクト研究などを通じて

社会実装を推進しています．これにより，新しい材料，加工法，産業の創成を目指しています．

微細加工技術とマイクロ・ナノメカトロニクス

知能ロボット学研究グループ

バイオサイバネティクス研究グループ
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
シ
ス
テ
ム
講
座

学
生
の
声

マイクロ・ナノプロセス工学研究グループ

Department of Micro-Nano Mechanical Science and Engineering
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https://sites.google.com/view/hoshino-lab

https://www.mein.nagoya-u.ac.jp/

http://mnm.mae.nagoya-u.ac.jp/

教　授　秦　誠一

准教授　櫻井　淳平

助　教　岡　智絵美

Department of  Aerospace Engineering

◆分子と情報空間を統合する分子・コンピュータ・インタフェース

◆生体分子・細胞・組織を素子とする物理情報デバイス

◆超現実臓器モデルと先進手術シミュレータ

◆細胞時空間をデータ化するマルチセンサアレイ

◆メタ・恒常性機構を実現する運動支援システム

◆ロボットの身体化技術および高親和性技術

◆会話から学び信頼できるAI による生活支援ロボット

◆スキル模倣 AIを搭載した農業ロボット

◆生物と機械の融合によるサイボーグ技術

◆培養細胞を用いた骨格筋アクチュエータの構築・制御

◆生体内埋込デバイスと機械学習による機能的運動再建

◆新プロセスによるマイクロ・ナノ構造体・MEMS/NEMS の製作とその応用

◆表面活性接合用の新奇高速原子ビーム源開発とその現象解明

◆高成形性形状記憶合金のコンビナトリアル特性評価とその医療応用

◆新規薄膜非晶質合金の開発とそのMEMS 応用

◆ナノ磁性を活用した次世代デバイス作製

◆ナノ磁性粒子のさらなる応用に向けた物理解明

教　授　星野　隆行

准教授　丸山　央峰

助　教　（調整中）

教　授　長谷川泰久

准教授　竹内　大

助　教　（調整中）

西畑　拓実，博士前期課程２年 

　私は生産プロセス研究グループに
所属しており，炭素骨格膜を用いた
固体潤滑の研究を行っています．潤
滑の研究は，機械の摩擦や摩耗を
低減することで，エネルギ効率の改
善や工具寿命を延ばすなど工業のあ

らゆる分野につながりを持ち，非常にやりがいのある研究分野です．
さらに今年は，JUACEPという名古屋大学の交換留学制度を利用し，
カナダに半年留学する機会を得ました．この留学では，異なる文化
や研究環境に身を置くことで，視野を広げ，自身の研究をさらに深
めることができると期待しています．これらの経験を糧に，将来は技
術革新をリードし，社会に貢献したいと考えています．

金　 楊，博士前期課程１年

マイクロ・ナノの世界では，表面張力や分子
間力などの微小な力が支配的になり，重力や感
性が支配する私たちの日常とは異なる物理が働
きます．単にサイズが小さいというだけではな
く，そこで起こる現象のルールが違います．その
特性を活かすことで，目に見えない”小さな世界”
から，未来の技術を生み出すことができます．
本専攻では，この ” 小さな世界に触れながら，

その面白さと可能性を実感できる研究に取り組むことができます．

松下　鳳良，博士前期課程２年 

私は現在，大学院で材料特性の性
能向上に関する研究を行っています．
この写真は，私の卒業研究発表の様
子です．プレゼンテーションを通じて，
自分の研究成果を広く伝えることに情
熱を持っています．また，服装にはこ

だわりがあり，日々のコーディネートを楽しむことが趣味です．将来は，
研究を通じて新しい技術を開発し，人々の生活をより豊かにすることを
目指しています．写真のように，いつも積極的に挑戦し続けることが私
のモットーです．



材料・構造工学，制御工学，飛行力学，生産工学など，広範囲の学問分野を
教授するとともに，産業界や JAXA との連携の下，航空宇宙工学の新研究領域
を開拓し，航空宇宙機の性能，安全性，環境適合性，経済性の向上に貢献する
研究と専門教育を行います．
　大学院博士前期課程（修士課程）修了生の多くは，航空宇宙分野や輸送用機
械分野などを中心とした製造業にて研究者・技術者として活躍しています．また，
博士後期課程にて学位を取得した修了生は，大学・研究機関，製造業などさま
ざまな分野で先端的な研究者として活躍しています．

　中部地方は航空宇宙産業のリーディングエリアです．国際的な旅客機連携製
造拠点の一つとなっています．また，我が国の宇宙開発を推進する基幹ロケット
もこの地方で生産されています．
　航空宇宙工学では，機械，材料，化学，電気など各学問分野における知見を
結集し再構成できる総合力と，安全性や環境適合性を基盤としながらも高度な
仕様を目指す優れた創造力が求められます．
　本専攻ではこのような学問分野を挑戦的に切り拓くとともに，国際的視野のも
と指導的役割を担える人材を育成します．前期課程では，学部教育で修得した
知識や理解力に基づいて，特定のテーマを深く掘り下げ，まとめあげる能力を
養います．これにより，技術者・研究者として新しい技術開発に積極的に挑戦で
きる人材を養成します．後期課程では，新しい研究領域を切り拓き，創造性と柔
軟性に富む思考力と実行力をもって自発的に研究を遂行する能力を養い，第一
線で活躍できる人材を育成します．両課程において，熱・流体力学，推進工学，

  専攻長　野々村　拓
   Taku NONOMURA   

Department of Micro-Nano Mechanical Science and Engineering
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　教　授　野々村　拓
　准教授　（調整中）

特任助教　渡辺　昌仁
特任助教　江　山

助　教　永田　貴之

次世代のロケット・ジェットエンジン（推進エネルギーシステム）に関する研究を行っている．極超音速

反応性流体力学に関する研究を行い，特に極超音速で伝播する燃焼波（デトネーション）に関する基礎・

応用研究・飛行実証研究を行っている．

次世代航空宇宙用エンジンに関する研究・デトネーションエンジ
ンに関する研究

◆ 衝撃波と乱流，境界層，界面等の干渉現象の解明と応用

◆ 非定常作用による超音速空力特性の向上

◆ 再突入飛行体の空力加熱，プラズマブラックアウトの抑制

◆ 静電・電磁複合加速／超伝導強磁場による高比推力宇宙推進機

◆ レーザーアブレーション推進とスペースデブリ対策への応用

◆ 極低温液体推進系の月・惑星探査への応用

◆ 衝撃波／プラズマ／極低温に関する計測診断法の開発

◆ 極超音速反応性流体力学に関する実験及び数値的研究

◆ 次世代ロケット・ジェットエンジンに関する実験及び数値的研究

◆ 極超音速燃焼波「デトネーション」の基礎・応用研究

◆ 観測ロケットを用いたデトネーションエンジンの宇宙飛翔実験研究

◆  反射往復デトネーションエンジンおよび高機動パルスデトネーション  

　 スラスタの宇宙実証

◆ 高エネルギー材料およびこれを用いた推進システムに関する研究

近年，MEMS 技術の進歩によって，新しい形態の航空機―ドローンーや小型の衛星の実現が可能になっ

た．本研究グループでは，宇宙航空機力学を基礎として新しい技術によって可能になる，これまでにな

い新しい宇宙機，航空機の研究を行っている．

宇宙航空機力学を基礎とした新しい宇宙機・航空機の研究
◆飛行機、ヘリコプタに関する研究

◆宇宙技術推進のためのドローンに関する研究

◆小型衛星による回転分離を用いた編隊形成と宇宙実証機の研究開発

◆オンボード深層学習を用いた衛星の自律的な姿勢変更

◆宇宙プラズマと衛星磁気トルカの相互作用による軌道変更

無人航空機や月惑星探査機をはじめとした航空宇宙機に希望通りの動きを実現させるためには，適切な

制御システムの構築が必要不可欠となる．航空宇宙分野における制御工学について，理論の 最先端か

ら，将来ミッションを見据えた応用研究，地上モビリティへの展開まで，幅広く研究を行なっている．

ダイナミクスを制御する新原理の探求とその実現のためのシステム
構築

◆ 月惑星探査機の着陸応答制御

◆ 自動二輪車の自立安定化制御を始めとした地上モビリティにおける

　制御

◆ 空飛ぶクルマの社会受容性評価

◆ 連続体ダイナミクスの境界フィードバック制御

◆ 複数移動体の階層化分散協調制御

◆ 流体場に対する機械学習を利用した非線形最適制御

航空宇宙工学分野に関連する種々の流体力学問題に関して、風洞実験・数値解析・データ駆動科学を
駆使して基礎から応用に至る幅広い研究を行っている．

航空宇宙工学分野における複雑流動の解明と制御

◆ 時空間超解像計測による極限流れの観測

◆ 低次元モデルを利用した流体場のフィードバック制御

◆ 低レイノルズ数・高マッハ数流れ

◆ 流体・気象制御のための大規模自由度場のセンサ・アクチュエータ 

　 位置最適化

◆ 高速流中の乱流現象

空
力
・
推
進
講
座

飛
行
・
制
御
講
座

宇宙航空機運動ｼｽﾃﾑ工学研究グループ

制御システム工学研究グループ

流体力学研究グループ

推進ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学研究グループ
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https://www.fdl.mae.nagoya-u.ac.jp

http://www.prop.nuae.nagoya-u.ac.jp/

http://nanosat.nuae.nagoya-u.ac.jp/

http://jupiter.nuae.nagoya-u.ac.jp/

教　授　砂田　茂

准教授　稲守　孝哉

　教　授　笠原　次郎

　准教授　松岡　健

教　授　原　進 

准教授　椿野　大輔

助　教　（調整中）

助　教　佐々木康雄

特任教授　松山　行一

「衝撃波」「プラズマ」「極低温」という象徴的な現象を伴う流れを解明・制御して，圧縮性流体応用，

超音速飛行，宇宙推進のイノベーションを目指す．対向衝撃波管，静電・電磁複合加速スラスターなど

独自開発した装置群で，この分野の only one 研究を推進している． 

衝撃波／プラズマ／極低温流れの解明と超音速飛行／宇宙推進
への応用

衝撃波・宇宙推進研究グループ http://akagi.nuae.nagoya-u.ac.jp/

教　授　佐宗　章弘

助　教　（調整中）

特任助教　中村　友祐

准教授　杵淵　紀世志

特任教授　安井　正明

特任助教　井出　雄一郎
　助　教　伊東山　登

特任助教　真鍋　亜佑斗



藤田　健人，博士後期課程 3年，東京農工大学出身

構
造
・
創
製
講
座

学
生
の
声

Department of  Aerospace Engineering
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機械（特に航空宇宙）産業では，素材を削り出して部品形状が創製されるため，機械加工の高

度化なくして産業の発展は見込めない．そこで加工プロセスの解析，問題となる現象の解明や

抑制等の研究を行っており，その成果の多くはすでに実用化されている．

精密・微細・高能率・スマート加工の新展開と現象解明
生産工学研究グループ ◆　機械加工／工作機械のスマート化に関する研究

◆　機械加工／工作機械の高速高精度化に関する研究

◆　機械加工／工作機械の高能率化・省エネ化に関する研究

◆　工作機械の多機能化に関する研究

◆　高速高精度微細加工に関する研究

◆　高能率／高精度加工を妨げる各種現象の機構解明に関する研究

http://www.mech.nagoya-u.ac.jp/upr/index.html

教　授　社本　英二

准教授　早坂　健宏

助　教　李　炅耆　

炭素繊維強化プラスティック(CFRP) や，ナノ複合材料などの航空宇宙用先進材料の強度や破壊・

疲労特性をいかに評価し向上していくかという研究と，それらを用いた，航空宇宙分野におけ

る新しい構造の創製を目的とした研究を行っている．

革新材料構造システムの創製と新しい材料特性評価方法の
開発

構造力学研究グループ ◆ CFRP の長期信頼性評価と余寿命予測手法の確立

◆ レーザーを用いた材料強度・破壊靭性評価手法の開発

◆ 航空宇宙構造のマルチスケールシミュレーション

◆ 航空宇宙大規模構造物の衝撃応答と破壊シミュレーション

◆ 自動車用 CFRTP 成形技術の開発とその特性評価

◆ 超音波を用いた材料特性評価技術の開発

http://str.nuae.nagoya-u.ac.jp/

准教授　後藤　圭太

助　教　橋本　樹慶

教　授　荒井　政大

中田　耕太郎，博士後期課程 3年 宮﨑　あずみ，博士前期課程 2年

　私は大学院から本学に入学しました．
入学の決め手となったのは，先生の研
究への熱意です．本専攻は新しい分野
を切り開いていこうという意志を持つ方
々が多く在籍しています．彼らと議論を
することで日々切磋琢磨できると思いま
したし，実際はその予想よりもずっと素

晴らしいものでした．また，本学は総合大学であるため様々な専門家と
交流できる他，博士後期課程の学生を支援する制度が充実しているのも
見逃せません．現在は航空機や人工衛星の制御に関する研究を行なっ
ています．学部時代は航空宇宙に関する知識がありませんでしたが，本
専攻では他では得られない航空宇宙に関する貴重な機会が豊富に用意
されているため，安心して研究できています．航空宇宙に興味がある方
はぜひ本専攻へ！

　航空宇宙工学は流体，電気，燃焼，材
料，加工，制御など多彩な分野から構成
され，その応用先も多岐にわたります．
これらの分野・応用先を網羅するように
各専門の先生方が在籍されており，そ
の先生方と議論しながら研究できるこ
とが本専攻の魅力だと思います．私は

現在，空力・推進講座でデトネーション燃焼を用いたロケットエンジン内
部流れの加速機構を明らかにすることを目指して研究を行っています．
数千m/sで進展する燃焼現象を可視化できる高速度カメラや，エンジン
の作動環境に近い低背圧下での燃焼試験を可能にする真空チャンバ等
の充実した設備を活用しながら，興味を持った課題に正面から取り組め
る研究生活はとても楽しいです．航空宇宙分野で興味のある課題をお持
ちの方は，ぜひ本専攻への進学を検討してみてください．

私は航空機に憧れがあり，本専攻を
志望しました．本専攻は航空機・宇宙機
に関連する講義を多く受講することがで
き，興味・学びを共に深められます．私は
衝撃波・宇宙推進研究室に所属し，超音
速流れの衝撃波/境界層干渉をPIVと呼
ばれる手法で可視化することを目標に

研究を続けています．同じ研究室でも研究テーマが多岐に渡るため，学
生同士で交流することで自身の視野が広がります．他テーマの方からアド
バイスをもらいつまずいていた部分を解決できることもあり，学びの多い
環境だと感じます．先生方は研究についても，自身の抱える悩みにも親身
に相談に乗ってくださいます．最初はわからないことだらけで研究に不安
を感じることもありましたが，優秀な先輩方、やる気に満ちた同期に囲ま
れ自分自身も頑張ろうと奮起できました．



http://ncc.engg.nagoya-u.ac.jp/

機械
システム
工学専攻

機械
システム
工学専攻

マイクロ・
ナノ機械
理工学専攻

マイクロ・
ナノ機械
理工学専攻

航空宇宙
工学
専攻

航空宇宙
工学
専攻

機械
・航空宇宙工学科

ナノライフシステム研究所は , 工学研究科 , 医学系研究科を中心とする医工
連携をはじめ , 理学 , 生命農学 , 情報学 , 創薬科学 , 人文社会科学など全学的
な分野横断・異分野融合の研究・教育体制 , 企業の産学協同研究部門の設置
など本格的産学連携体制 , ノースカロライナ州立大学をはじめとした海外研
究機関との研究・教育体制を , オープンイノベーション推進室と連携して構
築しています .

ナノライフシステム研究所

創造工学センターは，従来の座学中心の教育に対して，体験型のものづくり
で工学の必要性・学問の方向性を学生に実感・納得させることを活動の目的
としており，センター機械工作室のオープン利用も活発に行われています． 

創造工学センター

未来材料・システム研究所

自然と調和した人間社会の持続的発の展実現に向けて，材料からシステム
まで幅広く研究を進めている研究所です．機械・航空系では，システム創成
部門を中心に連携しています． 

未来社会創造機構

産学官が一体となった研究開発・人材育成を進める機構であり，複数の領域，
およびそれらにまたがる研究プロジェクトを運営・統括しています．機械航
空系では，モビリティ領域における運営・統括や，JST が進めるセンター・オブ・
イノベーション（COI）プログラム（拠点名： 高齢者が元気になるモビリティ
社会の実現）の運営・統括において，重要な役割を果たしています .  

ナショナルコンポジットセンター

「軽く，強く，長持ちする」複合材料，特に炭素繊維強化複合材料の，自動車， 
航空機，人工衛星などの輸送関連機器や，風車をはじめとするエネルギー機
器などへの実用化を，産官学で切り開くことをねらいとしたセンターです．
航空宇宙工学専攻を中心に機械航空系と連携しています．

協
力
講
座

先進複合材料研究グループ

協力・寄附講座

寄
附
講
座
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航空機などの部品をつくるために欠かせない，「母なる機械」と呼ばれている工作機械の高度化に

関する研究を産業界とも連携して行っています．工作機械の精度評価技術や高速高精度化のため

の要素技術，微細加工技術のほか，工作機械上での金属積層造形精度の向上に向けた運動制御

技術の開発にも取り組みます．

「母なる機械」工作機械の高度化と加工技術の革新

◆5軸制御工作機械の性能評価と高速高精度化に関する研究

◆送り駆動系を構成する機械要素の特性の解明と制御技術

◆工作機械に生じる各種振動の抑制技術に関する研究

◆超精密加工機を用いた微細加工技術に関する研究

◆摩擦によって生じる運動誤差の解明と補正に関する研究

◆多軸制御工作機械上での金属積層造形技術に関する研究

関連センター等

ナショナルコンポジットセンター協力講座

オークマ工作機械工学寄附講座

Cooperative and Endowed Laboratory
Cooperative  Institutes etc.

助　教　（調整中）

教　授　吉村　彰記 軽量性・材料特性に優れた先進複合材料・構造の創製
航空宇宙・自動車業界への応用のため，機械的特性に優れた先進複合材料・構造の研究を行っ

ています．特に，複合材料のリサイクル ( 航空機向け，自動車向け )，および高圧水素タンクへ

の複合材料の適用を中心とした研究活動を実施しています．

◆炭素繊維強化プラスチックの低コストな製造技術，リサイクル技術

　の研究開発

◆先進複合材料を使用した新規な機械・航空宇宙構造の創製および最適化

◆複合材料内の繊維構造や材料不整・損傷を検出する新しい非破壊評価

　方法の研究

https://www.mech.nagoya-u.ac.jp/upr/index.html

特任助教　宇土　誠一

特任教授　佐藤　隆太

流体中における運動量，エネルギ，熱・物質などの輸送現象は，大気・海洋・人体といった自然

界からエアコン・エンジンといった産業界までありとあらゆる場面で見られます．私たちのグルー

プでは，輸送現象の理解を深めるための基礎研究から熱流体輸送機器やエネルギー変換機器の開

発を目的とした工学研究まで，幅広い研究を行っています．

現象理解に基づく熱流体輸送機器の開発を目指して

◆噴流場における周囲流体の巻き込みやスカラ拡散機構の解明および

　モデリング

◆噴流による熱物質輸送制御と深層強化学習を用いた最適条件の同定

◆乱流中におけるエネルギおよびスカラ輸送機構の解明

◆外科手術における高効率創部洗浄方法の開発

◆浮体式洋上風車の流体構造連成解析

輸送現象研究グループ https://www.mech.nagoya-u.ac.jp/transport_phenomena/

教　授　伊藤　靖仁



入試について オープンキャンパス
名古屋大学では，キャンパスライフを体験でき

るオープンキャンパスを毎年開催しています．詳
細はホームページをご覧ください．2025 年度オー
プンキャンパス（工学部）：2024 年 8月 7日（木）．
　詳細は 6 月ごろ HP にて案内します．事前申込
みが必要な場合がありますので，ご注意ください．
2025 年度の事前申込み期間は，学部企画が 6 月
25 日～ 7 月 1 日，共通企画が 7 月 10 日～7 月 15
日です．

大学紹介，学生生活紹介や名大生との対話コーナーなどの全体企

画のほかに，学部紹介・学科紹介，模擬講義（要予約），研究室見学，

常設展示など様々な企画があります．

大学院入試説明会

機械航空系３専攻では，毎年 3 月上旬と

3 月下旬に大学院入試合同説明会を開催し

ています．専攻長からの説明会と，研究室

見学により，教員や現役学生から専攻，研

究室，入試や受験勉強，就職実績などに関

する様々な情報を直接聞くことができま

す．事前申込み等の必要はありませんの

で，自由にご参加ください．2026 年度入

試の大学院入試説明会の詳細は，機械航空

系３専攻の入試情報を参照してください．

説明会参加者の声
● 直接でなければ聞けないような情報が聞けて良かった．（名古屋工業大学４年生）

● 進学を目指して研究室選択の良い参考になった．（東京理科大学３年生）

● 学生目線での説明でよかったです．（静岡大学４年生）

学部・大学院入試に関する公式情報は，

名古屋大学入学案内や，工学部・大学院

工学研究科のホームページを必ず確認し

てください．

学部・大学院入試情報

● 入試説明会の様子

● いろいろ考えさせられる話があり，自分の視野が広がった．（同志社大学４年生）
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● 修士課程だけでなく博士課程の説明会も行って欲しい．（宮崎大学修士２年生）

● 研究室の説明が詳しく聞けてよかった．（埼玉大学４年生）

オープン
キャンパス

機械航空系
３専攻の
入試説明会

名古屋大学
入学案内

工学部・
工学研究科の
入試情報
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２

３

機械・航空宇宙系
事務室

（2号館南北渡り部分3F）

工学研究科1号館

IB電子情報館

全学教育棟

南部厚生会館

本部1号館

軟式庭球場体育合宿所

野球場

陸上競技場
硬式庭球場

野依記念
学術交流館

ナショナル
コンポジット
センター

豊田講堂・
シンポジオン

八事
体育館・プール

教育学部附属
中・高等学校

工学研究科EI創発工学館

ナショナルイノベーション
コンプレックス

本山

学生会館

工学研究科3号館

工学研究科2号館

附属図書館
（中央図書館）

地下鉄名城線
「名古屋大学駅」

バス停
「名古屋大学前」

新端橋

御器所
八事

本山今池栄

上前津

伏見

金山

名古屋大学

名古屋

大曽根

東山キャンパス

大幸キャンパス

鶴舞キャンパス

至岐阜

至豊橋

至多治見至上小田井

至高畑

至太閤通

至名古屋港

至藤が丘

至赤池

至徳重

東海道新幹線

J R 線

地下鉄鶴舞線

地下鉄桜通線

地下鉄東山線

地下鉄名城線
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ＦＡＸ ： ０５２－７８９－３１１１
Ｅ－mail : mae_jimu@mae.nagoya-u.ac.jp

名古屋大学東山キャンパス案内図

交通案内図

鶴舞

ナゴヤドーム前矢田

ES総合館
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工学研究科EI創発工学館

航空・機械
実験棟
航空・機械
実験棟

工学研究科3号館

工学研究科2号館

ナショナル
コンポジット
センター

C-TEFs

障害をお持ちの方は，予め名古屋大学アビリティ支援センター
（https://www.gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp/osd/，052-789-4756）
までご連絡下さい．

オークマ工作機械工学館

Common Nexus
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